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まえがき 

この規格は，産業標準化法第 16 条において準用する同法第 12 条第 1 項の規定に基づき，日本カーペッ

ト工業組合（JCMA）及び一般財団法人日本規格協会（JSA）から，産業標準原案を添えて日本産業規格

を改正すべきとの申出があり，日本産業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が改正した日本産業規格

である。これによって，JIS L 1920:2007 は改正され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本産業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 
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日本産業規格          JIS 
 L 1920：2022 
 

繊維製品の防ダニ性能試験方法 

Testing methods for efficacy against house dust mite of textiles 

 
序文 

この規格は，2019 年に第 1 版として発行された ISO 21326 を基とし，我が国独自の試験方法を追加する

ため，技術的内容を変更して作成した日本産業規格である。 

なお，この規格で側線又は点線の下線を施してある箇所は，対応国際規格を変更している事項である。

技術的差異の一覧表にその説明を付けて，附属書 JA に示す。 

1 適用範囲 

この規格は，化学的に室内じん（塵）性ダニを抑制させる繊維製品及び物理的にダニが通過できないよ

うにした繊維製品の防ダニ性能の試験方法について規定する。 

化学的に室内じん（塵）性ダニを抑制させる繊維製品に対する試験方法としては，忌避試験及び増殖抑

制試験があり，物理的にダニが通過できないようにした繊維製品に対する試験方法には，通過防止試験が

ある。それぞれの試験方法は，次のように，更に細分化する。 

－ 忌避試験 侵入阻止法及びガラス管法があり，更にガラス管法は，対象とする繊維製品によってガラ

ス管 A 法とガラス管 B 法とがある。 

－ 増殖抑制試験 繊維製品の種類，形状によって増殖抑制試験 A 法と増殖抑制試験 B 法とがあり，使用

する試験容器が違う。 

－ 通過防止試験 忌避試験及び増殖抑制試験と同様に素材試験であり，生地を試験対象としているが，

形状又は大きさによっては縫い目又はファスナーを含む生地も適用可能である。しかし，この試験は，

ダニが生地を通過できずに繊維層に止まってしまう繊維製品には適用しない。 

それぞれの試験方法は，繊維製品の種類，形状，大きさなどによって，次のように適用する。 

－ 侵入阻止法 カーペット，ふとん側地，カバー・シーツ類，毛布など 

－ ガラス管 A 法 綿，羊毛，合成繊維などのふとんわたなど 

－ ガラス管 B 法 羽毛（フェザー・ダウン）など 

－ 増殖抑制試験 A 法 カーペット，ふとん側地，カバー・シーツ類，毛布など 

－ 増殖抑制試験 B 法 ふとんわたなど 

－ 通過防止試験 ふとん側地，カバー・シーツ類，マットレスの表面生地など 

注記 この規格の対応国際規格及びその対応の程度を表す記号を，次に示す。 

ISO 21326:2019，Textiles－Test methods for determining the efficiency of products against house dust mite

（MOD） 


